
 

山武市総合計画審議会  会議録 

会 議 名 称 令和５年度第１回山武市総合計画審議会 

開 催 日 時 
令和５年８月 22日（火） 

開会：午後２時 00分  閉会：午後４時 05分 

開 催 場 所 山武市役所第５会議室 

議 長 氏 名 金子 光委員 

出 席 者 氏 名 別添「出欠者名簿」のとおり （18名） 

欠 席 者 氏 名 内山 達也委員、堀川 聡美委員 （２名） 

事 務 局 氏 名 別添「出欠者名簿」のとおり 
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次  第 

１．開 会 

２．委嘱状交付 

３．会長あいさつ 

４．市長あいさつ 

５．委員・職員の紹介 

６．議 事 

（１）第２次山武市総合計画の進行管理について 

（２）そ の 他  

７．その他 

８．閉 会 

会議結果 

 ６ 

 （１）原案により決定 

 

会 議 経 過 別添「会議経過」のとおり 

会 議 資 料 

・令和５年度第１回山武市総合計画審議会 次第 

・【資料１－１】第２次山武市総合計画の達成状況［令和５年８月現在］ 

・【資料１－２】令和４年度施策・基本事業評価結果 

・【資料１－３】重点分野成果状況一覧表 

・【参考１】山武市総合計画条例 

・【参考２】山武市総合計画審議会運営要綱 

・【参考３】山武市総合計画審議会 委員名簿 

・【参考４】第３次山武市総合計画（本編・概要版） 

・【参考５】実施計画 2023 

・第１回山武市総合計画審議会 座席表 

その他必要事項 署名委員の指名  嵡 博文委員  市原 祥子委員 

会議録の確定 

確定年月日 署名委員 

   令和５年 10 月２日 

嵡 博文 

市原 祥子 
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（会議経過） 

発 言 者 発言内容  ・  意見 

 

荒木総合政策部

長 

 

 

 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

 

 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

 

松下市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１．開 会】                    【午後１時 30分】 

大変お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただいまより、令和５

年度第１回山武市総合計画審議会を開催させていただきます。 

私は、本日の司会を務めさせていただきます、総合政策部の荒木でございま

す。よろしくお願い申し上げます。 

本日は、お忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、早速ですが、お手元の次第に基づきまして、進めさせていただきま

す。 

 

【２．委嘱状交付】 

次第２「委嘱状交付」でございます。 

審議会の委員の皆さまへ、総合計画審議会委員として、委嘱状を交付させて

いただきたいと思います。 

本来であれば、市長からお一人ずつ直接お渡しさせていただきたいところで

ありますが、時間にも限りがございますので、各委員のお手元にお配りをさせ

ていただいています。委嘱期間としましては、令和５年８月 22日から令和７

年３月 31日までとなります。 

 よろしくお願いいたします。 

 

【３．市長あいさつ】 

では、次第３、市長からご挨拶を申し上げます。松下市長、よろしくお願い

いたします。 

 

皆様、こんにちは、暑さが続く中、本日も皆様方にお集まりいただきまして、

審議会ができることを大変嬉しく思っております。 

この暑さはいつまで続くのかが一番気になっておりますが、暑さに負けない

でしっかりとやっていこうと思います。 

先ほど総合計画審議会委員の委嘱状ということで、皆様の机上にて配布をさ

せていただきました 20 名の皆様方にお願いをして、これから一緒に総合計画

の方を見ていただこうというものでございますので、どうぞ、よろしくお願い

申し上げます。 

第２次総合計画は昨年度までを計画期間としておりまして４年間の計画期間

が終了いたしました。 

このことに伴いまして、令和３年度、令和４年度の２年間を通して総合計画

審議会でご審議をいただき、委員の皆様方からご意見アイデアをいただきまし

て、第３次山武市総合計画を作成することができました。 

総合計画は、まちづくりの最上位の計画でございますので、計画の進行、管
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荒木総合政策部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

理に係る審議をしていただく、本審議会は非常に重要なものであるということ

で認識をしております。 

本日は第３次総合計画を作成してから初めての審議会となります。 

事務局から第２次の総合計画の評価結果を報告させていただきますので、多

分野にわたる皆様方から忌憚のないご意見を賜ればというように考えておりま

す。 

より良い山武市のまちづくりに向けて有意義な審議の場となることを期待し

て、私からの挨拶に代えさせていただきます。 

本日はどうぞ皆様方、よろしくお願い申し上げます。 

 

【４．委員・職員の紹介】 

ありがとうございました。それでは次第４、委員職員の紹介です。 

委員の皆様のご紹介でございますが、私からお名前を読み上げさせていただ

きます。その際、恐縮ではありますが、自席にてご起立をお願いします。 

では、事前に配布しております「委員名簿」の順にご紹介させていただきた

いと思いますので、併せてご覧ください。 

 

 名簿の順番が 1 番、小川真実委員です。金子光委員です。内山達也委員です

が、まだお見えではないというような状況でございます。高橋一嘉委員です。

続きまして井野敬一委員です。山本稔委員です。増田千代子委員です。相葉英

樹委員です。松本有希子委員です。大髙衛委員です。鈴木章浩委員です。並木

三喜男です。布留川 子委員です。加瀬志津子委員です。大国兼道委員です。

髙瀬茂利恵委員です。嵡博文委員です。18番の堀川委員につきましては欠席と

いうご報告をいただいております。19番目、市原祥子委員です。戸村進委員で

す。以上の皆さんに、今回総合計画審議会の委員をお願いしたいと存じます。

よろしくお願いいたします。 

続きまして、職員の紹介をさせていただきます。職員の紹介も私の方からお

名前を呼びますので、その場でご起立をお願いいたしたいと思います。 

まず、はじめに上大川副市長です。内田教育長です。石橋政策調整監です。

小川総務部長です。藤田市民部長です。竹宮保健福祉部長です。中村産業振興

部長です。今関建設環境部長です。今関教育部長です。 

続きまして事務局を紹介させていただきます。企画政策課内山課長です。伊

藤副主幹です。青木主任主事です。鵜澤主事です。 

最後に本日進行を務めさせていただきます。総合政策部長の荒木です。よろ

しくお願いいたします。 

 

【５．会長及び副会長の選出】 

次第に戻りまして、５番目の会長及び副会長の選出に入るところですが、そ

の前に本日の出席状況を報告させていただきます。 
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山本委員 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

委員一同 

 

荒木総合政策部

長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

委員一同 

 

本日の審議会ですが事前に配布させていただきました、山武市総合計画審議

会運営要綱第３条第２項で、審議会は委員の過半数が出席しなければ委員を開

くことができないと規定しております。 

本日は委員総数 20 名に対しまして現在のところ 18 名の出席をいただいてお

ります。過半数を超えておりますので、会議は成立することを報告させていた

だきます。 

それでは会長及び副会長の選出でございますが、山武市総合計画審議会運営

要綱第２条第１項に、審議会に会長及び副会長を置き、委員の内から互選する

とあります。 

それでは、本件につきまして、決め方に案がある方がいらっしゃればお願い

したいと思います。なお、発言に際しましては必ず挙手の上、お名前を述べて

から御発言されるようお願いいたします。 

山本委員お願いします。 

 

消防団の山本です。大変恐縮ですが、事務局の方に案がございましたら、御

提案をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

ただいま、山本委員より、事務局に案があるかどうかという御発言がありま

した。事務局から案を発表させていただいて、よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。それでは事務局からお願いいたします。 

 

事務局の案という御意見でございましたので、事務局案を発表させていただ

きます。 

平成 29 年度から山武市総合計画審議会が常設化され６年間開催させていた

だいております。今年と来年の２年の任期となりまして、第２次総合計画と第

３次総合計画２つの計画の進行管理を行っていただくこととなります。 

そこで、第３次総合計画の策定時に会長、副会長を務めていただきました慶

応大学上席所員であられます金子光委員、山武市商工会会長であられます大髙

衛委員にそれぞれお願いできればと考えております。 

以上を事務局案として御提案申し上げます。 

 

ただいま、事務局から発表いたしました案としましては、会長に金子委員、

副会長に大髙委員とのことでした。皆さん御賛同いただけますでしょうか。 

 

はい。 

 



4 

荒木総合政策部
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金子会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。 

それでは、全会一致ということで承認されました。それでは恐縮でございま

すがこの後の議事につきましては、山武市総合計画審議会運営要綱第３条第１

項に基づきまして、会長が会議の議長となると定められております。 

金子委員、大髙委員につきましては会長席、副会長席にそれぞれお移りいた

だきまして、会長、副会長から一言ずつご挨拶いただければ、と存じます。 

それでは御移動をお願いいたします。 

金子会長から順次お願いいたします。 

 

皆さん、こんにちは金子でございます。会長の役を仰せつかりました。 

またよろしくお願いします。 

私は山武市には 10 年前からご縁がありまして、この総計審と行政改革の方

でお世話になっております。 

また、まちづくり報告書を毎年出されていますけれども、そちらで知見を毎

年書かせていただいておりまして、毎年山武市の政策施策事務事業をすべて拝

見させていただいて、この 10年間の流れを勉強させていただいております。 

今日から新たに総計審が始まるということで、気持ち新たに取り組みたいと

思います。 

また、よろしくお願いします。 

本日、私から三つお話しさせていただくことがありまして、最近話題のこと

を取り上げたいと思います。 

まず一つは映画なんですけれどもこの夏一番ヒットしている映画が、「君たち

はどう生きるか」という映画です。こういったタイトルの本もベストセラーに

なったことがあります。 

ここから透けて見えてくるのは、今の多くの日本人は、自分たちがどう生き

るかという答えが見つからずに、その答えとかヒントを求めて映画や小説を見

ているのではないかということがわかります。 

ひるがえって個人とか企業とか自治体とか全てのレベルで、やはりこれから

どういうふうに生きていくのか、どういうふうに進めていくのかということが

なかなか見えない中で、そういった答えを模索する時期なのかなと考えており

ます。 

この総計審では、この街のグランドデザインを考える。まさにこの街をどう

進めていくのかということを骨太に議論する会議だと思いましたので、どう

我々が生きていくのか、街をどう進めていくのかということをこれから皆さん

と議論したいと思っております。 

２点目は今は高校野球の時期でございまして、明日甲子園の決勝ということ

で仙台育英と慶応の戦いがあります。 

今回ちょっと話題になっているのが慶応高校のエンジョイベースボールとい

う言葉が話題になっています。このエンジョイベースボールと対になってシン
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荒木総合政策部

長 

 

大髙副会長 

 

 

キングベースボールという言葉も話題になっています。 

ここから何が見えてくるのかな、と考えた時にエンジョイという時、なんか

ふざけてるとか遊んでるっていうイメージがありますけど、決してそうではな

くて、エンジョイの前提にシンキングがあるということで考えて議論して合意

形成をして行動する。 

このプロセスを経て野球をしてこのプロセスを楽しんでいるということかな

と理解しています。 

このプロセスは、野球に限らず組織の運営、いろんなレベルの仕事を進めて

いく上でも必要なものなのかなと考えています。 

この総計審におきましても、いろんな分野で山武市で活躍されている皆さん

方がそれぞれの分野で考えていらっしゃることは、どういう風にできるかと思

いますので、それをこの場に持ち寄って議論して、ここで科学反応が起きて新

たな価値を創出していくと、そんな場にできればなと思っているところです。 

３つ目は少子化対策ということで、今、岸田政権が異次元の少子化対策と言

われています。私は大学で教員をしていて、強く感じていることがあるんです

けれども、今の学生の問題意識と考えがものすごいこの数年に変化していると

いうのがあります。 

この少子化対策というのはただ単に若者が減るというだけじゃなくて、量的

な変化にとどまらず、若者の質的な変化も伴っているということがあります。 

それは若者と接していてよくわかるんですけれども、ここから考えなきゃい

けないのは少子化対策予算を倍にしたところで、子どもの数は倍にはならない。 

なぜ倍にならないかというと、経済的理由で子どもが生まれないわけではな

い。 

では根本的原因は何なのかということを山武市の中で少子化の根本的原因が

何なのかをこういった総計審で突き詰めて考えて、根本的原因が分かれば新た

な対策が出てくるということで、そういうような原因と結果、そういったこと

を議論できるような場にできればなと考えております。 

今日は事務局から行政評価に基づいた総合計画の評価結果について説明され

ると伺っておりますので、会長として総合計画の進行管理という本審議会の役

割のまとめ役を進めさせていただきたいと思っております。皆様のご協力を得

ながら実りある会議となるよう祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

大髙副会長、お願いします。 

 

皆様、こんにちは、今回、金子会長の下で副会長を務めさせていただきます。 

山武市商工会の会長を務めております。大髙衛と申します。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 
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皆様方とともに、この山武市がより良くなるように、その一助になれるよう

に本役を通じてしっかりと頑張っていきたいと思っておりますので、今後 2 年

間にわたりますけれども、ご協力のほどよろしくお願い申し上げまして、私か

らのご挨拶とさせていただきます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

では、次第６の議事に移りたいと思いますので、山武市総合計画審議会運営

要綱に基づきまして、金子会長に議事の進行をお願いいたします。よろしくお

願いいたします。 

 

【６．議事（１）山武市総合計画の進行管理について】 

それでは、早速ですが議事を進めて参りたいと思います。 

会議に先立ちまして、「山武市総合計画審議会運営要綱」第４条には、会議

録を作成し、この経緯・結果について、出席委員のうち議長が指名する２人が

署名しなければならないと、定められております。 

こちらにつきましては、委員名簿の順に、各回順番にお願いしたいと思いま

す。 

では、昨年度までの署名の状況を踏まえまして、大変恐縮ですが、嵡委員、

市原委員のお二人方にお願いいたします。 

なお、本審議会終了後、会議の結果は会議録としてまとめ、市ホームページ

等で公開する予定となっております。各委員には、後日、事務局から会議経緯

について確認依頼があると思いますので、よろしくお願いします。 

それでは次第に従い、次第６、議事に入らせていただきます。 

 

「（１）山武市総合計画策の進行管理について」となりますが、事務局から

資料に基づいて説明いただきたいと思います。 

その後、この議題に対する質疑応答を行うという形で、議事を進めていきた

いと思います。 

では、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは議事の１、山武市総合計画の進行管理について私、伊藤の方からご

説明させていただきます。 

着座にて失礼いたします。 

 

 山武市総合計画は、平成 20 年度から第１次計画がスタートし、平成 20 年度

から平成 24 年度を前期基本計画、平成 25 年度から 30 年度を後期基本計画と

していました。続く、第２次総合計画では、平成 31年度から令和４年度までを

期間として、まちづくりに取り組んでまいりました。 
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第３次総合計画を策定するにあたり、総合計画審議会にて２年間にわたるご

審議をいただき、令和５年３月に第３次総合計画が策定され、４月から新たに

スタートをしたところでございます。 

本日の会議は、第３次総合計画策定後はじめての会議となります。 

今回の会議で、評価結果の報告をさせていただくのは、第２次総合計画の最

終年度である、令和４年度の施策・基本事業の評価結果となり、第２次総合計

画を総括した評価となります。 

評価結果について、委員の皆様からご意見をいただき、これからのまちづく

りに、活かしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 はじめに、今回、新しく委員になられた方もいらっしゃいますので、山武市

の総合計画の構成、特徴について、簡単にご説明させていただきます。こちら

については、第３次総合計画においても、前計画の構成、特徴を引継いでおり

ますので、第３次総合計画の冊子を用いてご説明させていただきます。 

 お手元に配布してあります、第３次山武市総合計画の冊子の、８ページをご

覧ください。 

 こちらでは、「３．総合計画の実現に向けて」として「（1）行政経営（ＰＤＣ

Ａ）サイクルに基づく計画策定・進行管理」について説明をしています。 

 総合計画は、図の中心の三角形に示しているように、計画の上位から、基本

構想、基本計画、実施計画の３つから構成されています。 

 山武市では、総合計画の進行管理に、平成 20年度の総合計画開始当初より、

行政経営サイクル、計画→実行→評価→改善というＰＤＣＡサイクルによる、

行政評価の考え方を取り入れています。 

 続いて、９ページをご覧ください。 

 「（2）成果指標に基づく進行管理の方法」についての説明となります。 

 山武市の総合計画の特徴としては、「施策」「基本事業」「事務事業」の各階層

それぞれに、「めざす姿」の達成度を、数値で表すモノサシとして、成果指標を

設定し、施策や事業の達成度を、市民に分かりやすく「見える化」しているこ

とにあります。 

本日は、このうちの基本計画を構成する「施策」と「基本事業」の、令和４

年度、第２次総合計画最終年度の評価結果の報告となります。 

 

 それでは、評価結果の報告に移らせていただきます。 

 ご覧いただく資料は、表紙の右上に【資料１－２】と書いてあります「令和

４年度施策・基本事業評価結果」の分厚いホチキスどめの資料となります。 

 表紙をめくっていただきまして、１ページをご覧ください。 

資料の見方の説明を兼ねまして、政策 1「暮らしを支える快適なまちづくり」、

施策１「地域核をネットワークする都市整備の推進」についてご説明いたしま

す。 

 まず、各施策の最初のページには、「施策を取り巻く環境変化と課題」につい
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て記載をしています。 

 ページをめくっていただきまして、２ページ目は「施策・基本事業成果指標

の一覧」となっております。 

 施策と、その施策に属する基本事業の成果指標について、令和３年度と令和

４年度の実績、そして対基準値、対前年度の状況を一覧で記載しています。 

 対基準値、対前年度の評価区分は、向上および、やや向上の横ばいが、晴れ

マーク。やや低下の横ばいが、くもりマーク。低下が、雨マークとなっていま

す。比較不可のものについては「－」となっています。 

  

 続いて、３ページ目が施策のページとなっており、施策の成果状況と評価を

記載しています。 

施策 1「地域核をネットワークする都市整備の推進」の成果指標は「都市施

設(道路、公園、排水路、駅周辺）の満足度」となっており、計画の目標値であ

る、めざそう値は、54.0％ですが、令和４年度の「都市施設(道路、公園、排水

路、駅周辺）の満足度)は 57.0％で、基準値と比較して 3.6 ポイント増加し、

第２次総合計画のめざそう値を達成しました。 

要因といたしましては、毎年実施している市民アンケートにおいて、評価対

象の５項目のうち、特に排水設備の整備・管理状況について満足度が良好とな

りました。他地域と比較し、松尾地域の結果が良好なことから、松尾駅周辺の

排水対策工事が進んだことにより満足度が上昇したと考えられます。 

評価欄の右側には、指標値の動きをグラフで示しています。 

達成状況といたしましては、めざそう値を達成できましたので「達成」とし

ています。 

達成状況については、「達成」「高」「中」「低」の４段階で評価を行っていま

す。 

 

 ページをめくっていただいて、４ページ目には各施策の基本事業について、

同様に成果状況と評価を記載しています。 

 以上が、１つの施策についての評価結果の構成となっており、 以降、政策・

施策順に記載しています。 

 それでは、各政策から、評価結果が「達成」となったものと、「低」となった

ものについて、いくつかご説明させていただきます。 

 

 ページをめくっていただいて、10ページをご覧ください。 

 ４つ並んでいるうちの上から２つ目、施策２「公共交通網の整備・充実」の

基本事業 1「市内における交通手段の確保」の成果指標「基幹バスの年間利用

者数」です。 

 こちらは、政策１で「低」となったものでございます。 

 基幹バスの年間利用者数は 43,507 人で、前年度と比較すると 4,715 人増加
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しましたが、基準値を下回り、めざそう値にも届きませんでした。 

本計画期間では、コロナ禍により、基幹バスの利用者数は減少していました。

しかしながら、感染症として５類への変更などによって利用者数も回復してき

ておりますが、コロナ前の水準に戻るにはもうしばらくかかるものと考えてお

ります。 

 

 続いて、ページをめくっていただいて、28ページをご覧ください。 

 政策２「住みやすい環境と安全なまちづくり」です。 

 上から４つ目、施策２「廃棄物の減量・処理の適正化」の基本事業２「廃棄

物に関する意識の向上と啓発」の成果指標「ごみ排出指導件数」です。 

 こちらは、政策２で「低」となったものでございます。 

ごみ排出指導件数は４件で、前年度と比較して４件減少しましたが、基準値

の０件を下回り、めざそう値を達成できませんでした。 

適切なごみの出し方の掲示を行うなど、ゴミ出しについての啓発活動は定期

的に行っていますが、外国人住民等に理解不足があったことから、指導を行い

ました。 

特に外国人は、言語の壁があり、英語表記のチラシ、ホームページ等により

今後も周知を図っていきます。 

 

ページをめくっていただいて、36ページをご覧ください。 

上から２つ目、施策３「自然環境の保全」の基本事業５「汚水処理の推進」

の成果指標「汚水処理世帯の普及率」です。 

 こちらは、政策２で「達成」となったものでございます。 

 汚水処理世帯の普及率は 49.3％で、基準値と比較して 6.3ポイント増加し、

めざそう値を達成しました。 

単独処理浄化槽やくみ取り槽から合併処理浄化槽への転換補助金を交付して

いることが、普及率が増加している要因であると考えます。 

なお、令和２・３年度の分析において、世帯普及率ではなく誤って人口普及

率を入力していたことが発覚したため、両年度の指標値を修正しました。 

 

 続いて、ページをめくっていただいて、51ページをご覧ください。 

 政策３「にぎわい豊かな暮らしを創出するまちづくり」です。 

 施策１「農林水産業の振興」の成果指標「森林整備年間実施面積（累計）」で

す。 

 こちらは、政策３で「達成」となったものでございます。 

森林整備年間実施面積（累計）は 351.28ha で、基準値と比較して 113.56ha

増加し、めざそう値を達成しました。 

 要因といたしましては、森林整備が令和元年房総半島台風被害により、国庫

補助事業として大々的に展開されたことや、市内の林業事業体の増加により計
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画的な森林整備ができたことに加え、新たに浦安市との協定により、3.55haの

間伐を実施したことが主な要因であると考えられます。 

 

 ページをめくっていただいて、64ページをご覧ください。 

 上から４つ目、施策３「観光の振興」の基本事業２「海岸を活用した観光推

進」の成果指標「観光施設(海水浴場)の利用者数」です。 

 こちらは、政策３で「低」となったものでございます。 

 観光施設（海水浴場）の利用者数は 47,370 人で、基準値と比較して 45,717

人減少し、めざそう値 95,000人に届きませんでした。 

 昨年度は市内５ヵ所の海水浴場を開設しましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響で外出を控える方も多く、利用者数は伸び悩みました。 

ブルーフラッグを取得した本須賀海水浴場を中心に観光 PR を強化し、多く

の観光客が来訪する美しい海岸を守る取り組みを継続していきます。 

 

 続いて、ページをめくっていただいて、83ページをご覧ください。 

 政策４「だれもが生きがいを持って安心して暮らせるまちづくり」です。 

 上から４つ目、施策３「健康づくりの推進」の基本事業４「医療体制の充実」

の成果指標「地域医療体制の充足度」です。 

 こちらは、政策４で「達成」となったものでございます。 

 地域医療体制の充足度は 61.3％で、基準値と比較して 6.2ポイント増加とな

り、前年度と比較して 4ポイント減少しましたが、めざそう値を達成しました。 

 調査の元となった市民アンケートでは外科や眼科、救急診療などで充足を感

じている方が増加しています。 

特に救急診療については、さんむ医療センターでの受入数が増加傾向にある

ことから、充足を感じる方が増加した要因と考えられます。 

  

 ページをめくっていただいて、88ページをご覧ください。 

 上から２つ目、施策４「子育ての支援」の基本事業１「幼保機能の充実」の

成果指標「就学前保育・教育に関する保護者の満足度」です。 

 こちらは、政策４で「低」となったものでございます。 

就学前保育・教育に関する保護者の満足度は 95.1％で、基準値と比較して 1.8

ポイント減少し、基準値を下回り、めざそう値に届きませんでした。 

計画期間中をとおして、満足度は高い状況となっておりますが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、園行事等縮小したことや、保護者から十分な要

望、意見等を聞くことが出来なかったことが低下の原因と考えられます。 

 

 続いて、ページをめくっていただいて、102ページをご覧ください。 

 政策５「生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり」です。 

 上から４つ目、施策１「学校教育の充実」の基本事業２「「健やかな体」の育



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成」の成果指標「生活習慣の改善に努めた生徒の割合」です。 

 こちらは、政策５で「低」となったものでございます。 

生活習慣の改善に努めた生徒の割合は 18.0％で、基準値と比較して 5.1ポイ

ント減少し、めざそう値の 30％に届きませんでした。  

要因といたしましては、新型コロナウイルス感染拡大を不安視する保護者が

多かっため、生活改善の面談数が減少したことが影響していると考えられます。

今後、コロナの収束とともに、保護者の面談数の増加が見込んでいます。 

 

 ページを１枚めくっていただいて、104ページをご覧ください。 

 上から３つ目、同じく施策１「学校教育の充実」の基本事業４「ICT教育の実

践」の成果指標「授業に ICT機器を積極的に活用した教職員の割合」です。 

 こちらは、政策５で「達成」となったものでございます。 

 授業に ICT機器を積極的に活用した教職員の割合は 69.7％で、基準値と比較

して 32.0ポイント増加し、めざそう値を達成しました。 

 原因といたしましては、ICT機器の活用方法について、ICT支援員等による研

修を実施したことが原因と考えられます。また、計画期間には GIGAスクール構

想によって一人一台端末の整備など教育現場の DX化に取り組んでいます。 

 

 続いて、ページをめくっていただいて、141ページをご覧ください。 

 政策６「市民と行政が協働してつくるまちづくり」です。 

 上から２つ目、施策３「計画的・効率的な行財政運営」の基本事業３「健全

な財政運営」の成果指標「経常収支比率」です。 

 こちらは、政策６で「低」となったものでございます。 

 令和４年度の経常収支比率は 93.4％で、基準値と比較して 2.4ポイント増加

し、めざそう値を達成できませんでした。 

 原因といたしましては、物価高騰による物件費の増加や、大型事業分の償還

開始による公債費の増加などにより、経常的支出が増加したため、経常収支比

率は上昇したものと考えます。 

 

 ページをめくっていただいて、149ページをご覧ください。 

 上から３つ目、施策４「公正確実な事務の執行」の基本事業５「窓口サービ

スの向上」の成果指標「窓口サービスの満足度」です。 

 こちらは、政策６で「達成」となったものでございます。 

窓口サービスの満足度は 84.7％で、基準値と比較して 2.3ポイント増加、前年

度と比較して 1.8ポイント増加し、めざそう値を達成しました。 

要因としましては、休日窓口の開設やマイナンバーカード等を利用したコン

ビニ交付が普及し、サービスの利便性を感じる割合が増えたためと考えられま

す。 
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 以上が、各政策において「達成」および「低」となった、主なものとなりま

す。 

 続きまして、右上に【資料１－１】と書いてあります、「第２次山武市総合計

画の達成状況（暫定版）［令和５年８月現在］」の、Ａ4 ヨコ、１枚紙の資料を

ご覧ください。 

 こちらの表は、第２次総合計画６政策の、24 施策に設定してある 40 指標、

さらにその下の、108 の基本事業に設定してある 207 指標の目標達成状況を、

一覧に示したものでございます。 

 表をご覧いただきますと、左側から政策名、そして政策ごとに 施策、基本

事業、基本事業のうちの重点分野の３段書きとなっており、それぞれの指標数、

令和４年度の目標達成度、達成率。右側には令和３年度の達成度、達成率を記

載しています。 

 達成度の欄の「－」としているところについては、指標値が取得できないも

のとなっており、令和４年度については、現時点で指標値が取得できていない

ものも含んでいます。 

 表のいちばん下、合計のところをご覧ください。 

 令和４年度の施策の成果指標で、「達成」となったものは 15 指標で、達成率

は 37.5％です。 

 基本事業の成果指標については、「達成」が 81指標、達成率は 39.1％となっ

ています。 

 重点分野については、「達成」が 11指標、達成率は 28.2％となっています。 

 目標達成数を、前年度と比較してみますと、施策は令和３年度：17に対しま

して、令和４年度：15と 2指標の減少となっております。 

 基本事業では、令和３年度：84に対しまして、令和４年度：81と３指標減少

しています。 

 重点分野では、令和３年度：13に対しまして、令和４年度：11と２指標減少

しています。 

 

 計画最終年度となり、指標値の向上により達成となったものも、ありました

が、全体の達成率といたしましては、令和３年度より施策・基本事業ともに低

い状況となっております。 

 本年４月からスタートした第３次総合計画では、施策体系を見直すとともに、

新たに重点分野を設定し、メリハリのある行政運営により、総合計画の実現に

向けて、市民のみなさまとともに、取り組んでまいりたいと考えております。 

 なお、本日、ご説明させていただいた、令和４年度の評価結果につきまして

は、最終的な取りまとめをいたしまして、まちづくり報告書として、ホームペ

ージ等で公開をする予定でございます。 

長くなりましたが、説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 
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大国委員 

 

事務局から資料に基づき、山武市総合計画の進行管理について説明がありま

した。 

こちらは第２次山武市総合計画として４年間計画を進めてきた結果について

の報告があったところです。 

この結果を踏まえまして今後は第３次総合計画の成果指標の成果向上を図っ

ていただくことになると思います。 

ご質問を中心に何か確認したい事柄がございましたら挙手の上ご発言をお願

いしたいと思います。ここからの質疑応答が今日の会議のメインの時間になり

ます。質問ある方、どうぞお願いいたします。 

 

では、大国委員お願いします。 

 

大国です。よろしくお願いします。 

どうもご説明ありがとうございました。掻い摘んでポイントのところをご説

明いただいたんですけど、最後におっしゃっていたまちづくり報告書で、今後

これを市民に報告するというご説明がございました。 

その内容がやはり私も一番興味のあるところなんですけど、この数字の良し

悪しを見ても正直言いまして一般市民の方はできた、できないとかというとこ

ろのポイントがわからない。わからないんですけど、やっぱり全体としていい

方向にいっているな、というようなそんな期待をするんですけど、まちづくり

報告書は具体的にいつ頃公表されるのか、そのプロセスについてお聞かせいた

だければと思います。よろしくお願いします。 

 

では、事務局お願いします。 

 

 ただいまご説明させていただきました資料の１―２、こちらが全ての評価結

果になりますので、この中から選択をいたしまして、主なものを掲載させてい

ただく予定でございます。 

内容的にはこれが全てになりますので、この中の一部をまちづくり報告書と

して作成する予定でございます。 

  

 今、この中から抽出してという回答をしましたが、補足させていただきます。 

知見の意見ということで、公表するにあたりまして、知見を付して公表させ

ていただきます。 

学識経験のある方の意見というものも公表の中では参考にしていただけれ

ば、と考えております。以上です。 

 

どうもありがとうございます。 
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金子会長 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

藤田市民部長 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

内田教育長 

他、関連でも新たな質問でもお願いします。 

では小川委員お願いします。 

 

千葉大学の小川です。発言、許してください。 

細かい話から大まかな話までいろいろあるんですけれども、時間に限りがあ

るので、ちょっと余裕があればいろいろと尋ねてみたいんですけれども、まず

細かい話なんですが、56ページの法人市民税額ですが、令和４年の実績で令和

３年と比較して税収が増えていたというようなところがありますよね。 

法人市民税額が令和３年実績 3 億 2900 万から 4 億 8000 万円分ぐらいに増え

ていると思うんですが、この理由はどこにあったのかそれちょっと気になるの

で、教えてほしいので、まずお願いします。 

 

では市民部長お願いします。 

  

 着座のまま失礼いたします。雑白なんですけども、コロナの影響からですね、

回復傾向にあるというように見ております。本当に雑白で申し訳ございません。 

  

均等割がメインになると思うんですけれども、それにしても金額が結構伸び

ているから、他の施策がうまくいったのかなと思ったんですよね。 

山武市さんってエコノミックガーデニングとかに力を入れているじゃないで

すか。 

そこの中で地域内消費が高まってきたのかというような印象をちょっと持っ

たので、ちょっとお尋ねしたまででございます。 

また質問を続けていいですか。 

 

どうぞお願いします。 

 

 教育関係者なので、教育に関してちょっと気がかりなことがあるんですが、

少子化を前提に考えたときに、この指標にとらわれすぎてはいけないとは思う

んですけれども、103ページに不登校の指標があったと思うんですよね。 

その指標のパーセンテージでいうと、ちょっと伸び率が多いと思ったんです

けれども、7%に伸びているんですがこの理由、4.32%から 7.45%に伸びているの

はどこにあるのか、もし把握しているのであればそれを教えてください。 

やっぱりこれコロナが原因なのか、他の要因があるのか、この 7%が無視でき

るような人数で、軽微なものなのか、その点確認したいのでお願いします。 

  

 教育長お願いします。 

 

 大変申し訳ありません。細かい数字が今手元になくてですね。 
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小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

今関教育部長 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

竹宮保健福祉部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的な数字から大きな開きがなかったように、私は記憶をしているんです

が、その要因まで深掘りができておりません。 

今のところ手元になくて申し訳ありません。 

 

コロナと一概に言ってしまうとあまりにも荒い分析になってしまいますの

で、子どもの数が少子化が進んでいるから分母が小さければ、たとえば１人増

えたとするとバンと比率が上がってしまうじゃないですか。そういうような受

け取り方でいいのかということの確認をしたかったんですよ。 

この不登校の生徒の割合というのが、4.32%から 7.45%と言ったら結構ある

な、というふうに思うんですけれども、数字のマジックに騙されないようにち

ょっと確認したかったんですけれども、全国平均と開きはなかったということ

ですよね。 

 

教育部長お願いします。 

 

103ページの上から３つ目に不登校生徒の割合というものが書いてあります

が、原因としまして、全国、県ともに不登校生徒数は増加傾向ですという実績

があるので、それに比例しているのかな、というところも言えるかと思いま

す。 

 

ありがとうございます。 

97ページの生活困窮者相談件数というデータがあるんですけど、2501件か

ら 2661件というふうに数として、増えているんですけれども、やっぱりコロ

ナの影響によって、ちょっと生活が苦しくなって、行政にご相談に見えられる

方が増えたという理解でよろしいですか。 

それに関連して生活保護率も 8.86から 9.32で伸びていると考えてよろしい

でしょうか。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

お手元、97ページに生活困窮者相談件数というところがございます。 

そちらに記載しておりますけれども、先ほどから話がありましたとおり、新

型コロナウイルスの影響や、あるいは最近の価格高騰の影響、こちらに伴いま

して、生活困窮に係る相談が累積して、これに対応するための相談機能が強化

したことが要因と考えられますというふうに記載しております。 

実は私どもの方では社会福祉協議会の方に委託いたしまして、生活就労相談

室というセクションをこの庁舎内に設置してございます。そちらに最初に生活

困窮の相談がございましたら、判断の下に従い、困窮が厳しくて将来的な自立

がなかなか見出せない場合においては、生活保護係の方に引き継ぐ、というよ
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小川委員 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

竹宮保健福祉部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

竹宮保健福祉部

長 

 

 

 

うな流れになっております。 

生活困窮者の割合が、このような状況になっているということでございます

ので、生活保護者の割合に関しても、若干こちらの方も少し増加傾向になるの

かな、というふうに考えているところでございます。以上です。 

 

ありがとうございます。 

生活に困窮されている方がコロナや最近の資源高による物価高によって増え

ているというのは大いに推測できるんですが、それに対して山武市としてはど

ういう対策をされたのか、実績として今後対策する予定があるのかその辺り聞

かせてもらえるとありがたいです。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

まず、対策でございますけれども、今申しましたように生活就労相談室の方

に人員を昨年度 1名ほど増やしまして、相談にきちんと対応できるような体制

にしております。 

そういった中でさらに食料支援等が必要な場合は、千葉県のフードバンク等

に要請をいたしまして対応ができるような形で相談支援、それから食料支援も

やっております。 

さらに申しますと、生活就労でございますので、自立ができるような相談体

制を各民間企業と連携を取りながら対応しているという状況でございます。 

今後もこれらの取り組みを引き続き続けてまいりたいと思っております。以

上です。 

 

まだ関連させてなんですけれども、今、為替相場も 145円を超えているし、

資源のない日本だから、ガソリン価格も補助が打ち切られたら上昇することが

見込まれますよね。 

それに対して農業者の方とかは影響は受けないのか、受けた場合の対策とい

うことは、別に非課税世帯じゃなくても一般の市民の方々に全般的に及ぶよう

なことなので、そういうようなことも検討していかなきゃならないんじゃない

かなというのが、今後、令和 5年度からの総合計画の中でも県に要請せざるを

得ないようなことになるんじゃないかなと思います。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

ありがとうございます。国の補助でございますけれども、低所得者に対する

給付金の方も郡内でもかなり早い段階で対応して給付金の支給も行っておりま

す。一時的な金銭的な支援も行いつつ、自立支援も行っているという状況でご

ざいます。 
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金子会長 

 

中村産業振興部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を行っている方に対しての支援に関しても、これは産業の方からご説明

させていただきます。 

 

産業振興部長お願いします。 

 

コロナの関係で国からいただいている地方創生臨時交付金を活用いたしまし

て、生活困窮または産業で困っている方、価格高騰で困っている方については

支援金等を支給させていただいております。 

農業者については価格高騰でお困りの方に、昨年度、所得に応じて段階がご

ざいますけれども、最大で 20万円の支援金を支給させていただくといったも

のを実施いたしました。 

それから、生活困窮等についても、経済の活性化も含めてクーポン券事業を

3回ほどやらせていただいているところでございます。 

それから、畜産農家ですね、家畜農家さんにも支給をさせていただいてござ

います。以上です。 

 

資料の 1 - 1なんですが、これを単純に見ると施策の目標達成度を見ると令

和３年度が 42.5%の目標達成度です。令和４年度になると 37.5%に減退してい

ると、これだけ見ると、コロナの中で行政が手をこまねいていたわけじゃな

い、ということは他の自治体でも委員やっているのでそこは重々承知している

んですが、ちょっと最終的なまちづくり報告書の書き方を工夫しないと市民の

方が誤解してしまうような懸念を感じるんですよね。 

私は他の自治体で同じようなことをやっておりますので、こういうような会

議の場で市民の方に突き上げられたことがあるんですよ。 

目標達成できていないのに自己評価でいうとお手盛りになっているんじゃな

いかと。 

実際の現場では学童保育とかで子どもを預けられなかったと途方に暮れてい

るお母さんたちがいたと、そういうようなことがあったにもかかわらず、自己

評価が高いというのはどういうことだというようなお叱りの言葉を受けたこと

があって、定量的な数字では測れない定性的な情報を添えた方がいいんじゃな

いかと、行政は 1年 365日のうち 240日ぐらい稼働しているじゃないですか。 

部署によっては毎日やっているところもあるかと思うんですけど、そういう

ような側面がコロナの中でより見えなくなってきているんじゃないかなと思う

んですよね。 

最終的な社会のセーフティーネットは行政だと思うので、今のこのような

時、世の中では行政が頼りになるということを市民の方々にアピールするよう

なまちづくり報告書の作成につなげた方がいいんじゃないかな、というふうに

私は思います。 

ちょっと数字が一人歩きしてしまうのが非常に恐ろしく感じるので、そこの
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金子会長 

 

 

 

 

増田委員 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

中村産業振興部

長 

 

 

 

 

 

 

 

増田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

行間を埋めるような工夫があってしかるべきじゃないかな、と感想で申し訳な

いんですが、委員としては思います。 

 

貴重なご意見をいただきました。ありがとうございます。 

関連でも、新しい質問でもかまいませんのでお願いします。今回から新しい

委員の方も何人もいらっしゃるんですけれども、遠慮なくお願いします。 

増田委員お願いします。 

 

増田です。今年から委員になりましたので、よろしくお願いいたします。 

ちょっと不勉強ですので教えていただきたいんですけれども、51ページの

農林水産業の振興という施策の中で、指標として農業所得というのが挙げられ

ているんですけれどもこれについては、どのような形で数字を把握されている

のか教えていただけたらと思うんですけれどもよろしくお願いいたします。 

 

産業振興部長お願いします。 

 

農業所得の捉え方というか、数字の出し方でよろしかったでしょうか。これ

については年度末に行われている確定申告の数字から出しております。 

毎年下がっているというところで農業所得が落ち込んでいるというところも

見て取れますけれども、その要因としてはコロナの影響ももちろんあるんです

が、物価高騰等によって経費にとてもお金がかかってしまうと、収入よりも経

費の方が多くなってきているというのが実態です。 

それによって申告をするとマイナスの所得になってしまうという方が多かっ

たというところでございます。以上です。 

 

ありがとうございました。私もうちで細々と農業をやっておるんですけれど

も、経費が増大しているというのはすごく身に染みて感じておりますけれど

も、もう一方の面としましては、やはり価格が下がってきているということも

感じます。 

農業生産額という形で国と県が統計数値を出していると思うんですけれど

も、今は産出額と言いますけれども、その産出額で千葉県がかなり全国の中で

レベルが落ちてしまった。順位が落ちてしまったんですね。 

その背景はやはりそれは所得の問題じゃなくて売上の問題だと思うんです

ね。 

産出額自体がすごく下がってきたというのが、やはり心配しているところで

す。それで経費がかかってきていると同時に販売価格が下がってきているとい

うことで、これについても将来的には考えていかなきゃいけないのではないか

なというふうに感じているところです。以上です。 
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中村産業振興部
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増田委員 

 

金子会長 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業振興部長お願いします。 

 

はい。ご意見ありがとうございます。 

確かに千葉県は全国的に順位が下がっております。令和３年度は全国で産出

額は 4番目でしたが、令和４年度では６位になってしまったというふうに聞い

ております。 

これは農業の担い手がいらっしゃらないというのもありますし、農家をやっ

てもそれほど儲からないというのも実態であるとは思います。 

販売のお話がございましたが、例えばネギです。 

山武市ではネギが県内でも一番の産出額になっておりますので、そのネギを

おいしいネギなんだというところで、販路の拡大をするとか、そういったこと

も必要になってくるのかなとは考えますけれども、もっと農産物を表に出して

売っていくというのも必要になってくるのかもしれません。 

そういったところを行政としても支えられればなと考えております。以上で

す。 

 

ありがとうございます。 

 

他、質問ある方ございますでしょうか。小川委員お願いします。 

 

今の話題に関連させてなんですが、他の自治体では例えばふるさと納税を通

じて、野菜の詰め合わせセットを送るというようなことをして農産物の知名度

アップを行政がされているんですよ。 

そういった取り組みとかも一考の余地があるんじゃないかなと思います。 

あと、時期によっては山武市の場合はイチゴが有名じゃないですか。 

イチゴ農家の多い国道は渋滞して通るのが非常に困難になってイライラする

ことがあるんですけれどもそういう側面もあるわけですから、そこら辺をうま

く組み合わせて農業の街としての山武市を PRしていくことも大事じゃないの

かなと。 

とある団体が公表している知名度ランキングがちょっと低かったというのも

あるんですけれども、それを逆手にとって戦略を立てていくのに、ちょっとお

考えになられたら、というふうに思うんですよね。 

だから、次の総合計画を作るときには、ふるさと納税のところもちょっと力

を入れて単に税収を増やすという観点だけじゃなく、山武市の知名度が上がっ

て所得が上がるようなストーリーになるような組み立て方というのも一考の余

地はあるんじゃないかなと思います。 

あと産業振興に関して言うと、必ずしも山武市でできるとは限らないんです

が、新規の企業について、例えば千葉県内でも都市部の自治体さんだとサテラ

イトオフィスとかを作って企業をサポートするというようなことをやったりも
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小川委員 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

金子会長 

 

中村産業振興部

長 

 

 

 

 

 

 

 

しているんですよ。だから、もし窓口にご相談に来られる方が起業をしたいん

だ、といったときに、それをうまく拾い上げて法人化していくようなお手伝い

ができればなというふうに思うので、それもちょっと考慮してほしいなという

ふうに思います。 

 

総合政策部長お願いします。 

 

先ほどのふるさと納税という観点からお答えさせていただきます。 

ふるさと納税の中で、一番大切なのは返礼品の発掘ということで、今、商工

会とか観光協会のご協力をいただきながら返礼品の発掘というようなこともし

ております。 

ふるさと納税は「さとふる」や「ふるさとチョイス」といった仲介サイトが

あります。そのサイトを増やすというのは商品を置く店を増やしているのと同

じになりますので、そういったサイトを増やして返礼品が目につくような努力

ということもしております。 

その他、登録や説明会といったことも事業者を集めて登録の仕方について行

ったこともございます。今、先生がおっしゃった通り、ふるさと納税という、

財源確保とともに地域の商品、そういったものも併せて宣伝していければと考

えております。 

また、一部野菜の詰め合わせも、今、道の駅オライはすぬまの方で出店して

いただいているというのもありますので、またもう少しそういったものも増や

していくというのも必要かなと考えております。 

 

勝浦がすごいじゃないですか。同じ県内で海側の街でなんでこう差がつくの

かなというふうに感じてしまうんですよ。 

 

今、総合政策部にて、ふるさと納税の増額というのは力を入れてやっていき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

産業振興部長お願いします。 

 

第３次総合計画の 63ページをご覧になっていただきたいと思います。 

基本事業の構成の３番目ですね。市内農林水産物の知名度向上と消費拡大と

銘を打ちまして、お話のあったふるさと納税の返礼品の農林水産物が選択され

た件数というところで成果指標を設けてございますので、今、荒木部長の方か

らもご説明ありましたが、選択されるようにいろんなおいしいもの、特産品を

ふるさと納税で選んでもらえるように努力していきたいと思っております。 

それから先ほどサテライトオフィスのお話がございましたが、地方創生の臨

時交付金を活用させていただいて一度やったことがございました。残念ながら
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本市では申し込みがなかったというのが実態でございます。以上です。 

 

他、ご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。並木委員お願いします。 

 

並木です。私も新任ですので、基本的なところで確認させていただきたいの

ですが、資料の中は数値で置き換え、見える化するという、非常にわかりやす

いやり方になっていて、見る方としては確かにわかりやすいのですが、ここに

載っている基準値というのはこの時点では何を指しているのか、前年の数値な

のか何年間の平均なのか私にはわからないので、一つ目はそれを確認したい。 

二つ目は市民アンケートによる数値になります。総数としては何件アンケー

トをお願いして何件回収した中の数値になるのか、数字のマジックがあって非

常に難しいところがあるのか、例えば資料１-２の３ページに都市施設の満足

度があるのですが、目指すほど基準値が全て上回ってできているということで

すが、特に松尾駅の周辺の評価が高かったということがあって全体値としては

いい数値になっているのですが、例えば山武市であれば成東駅、それから日向

駅、この周辺の人たちの考え方は果たして駅の利便性がしっかりと保たれてい

るのかというようなところの数値が見えないのです。 

そういった地域的なものとか地域性のものとかいう形のものが出る方法は先

生方ないのでしょうか。この２つをお願いしたいと思います。 

 

事務局お願いします。 

 

最初にご質問いただきました成果指標の基準値でございますが、第２次総合

計画におきましてはこの基準値というのは、平成 29年度の実績を基準値とさ

せていただいております。 

第２次総合計画より前の時期の数字を使わせていただいております。 

それに対してめざそう値というものを設定をして作成しているという形で、

成果指標の多くに、満足度とかパーセンテージで示すようなものが多くござい

ますが、これはまちづくりアンケートというもので集計をとっております。 

アンケートですが、お送りした総数が 3000件。これは毎年度同じ数字で

す。今回届いた通数が 3000件のうち若干少なくはありますが、1196通、1196

人の方がアンケートの方に答えていただいております。約 39%というところに

なります。 

その満足度のところで、今、並木委員から「都市施設の満足度」について、

例に挙げてお話いただきました。 

これについては、市全体としての満足度ということで、アンケートをとって

おります。アンケートの中の自由記載のところにどこ、どこ地域について、ど

こが良かった、どこが悪かったというものは確かにございました。 

それについては、分析してこの状況と原因のところに書かせていただいてお
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金子会長 

 

 

市原委員 

 

 

 

 

金子会長 

 

今関建設環境部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市原委員 

 

りますが、各地域というところでの満足度というものは残念ながら、今回は取

ることができませんでしたので、そこについてはまた、別の自由記載の文面の

中からこちらの方で把握しておきたいと考えております。以上となります。 

 

事務局からの説明を受けて分かりました。 

ただ、地区別にいろいろな格差があるということについては、アンケートを

取る方もある程度は腹の中で分かっていながら、アンケートを取るということ

もあると思うんですね。 

だからそれは内々で処理できるやり方というアンケートの取り方であれば、

全体とそれから地区的な部分をうまくミックスしてデータとして取れるような

アンケートの仕方というのも、今後ちょっと考えていった方がいいんじゃない

かな、というふうには思いますので、一応私の意見として申し述べたいと思い

ます。以上です。 

 

貴重なご意見、ありがとうございます。他ございますでしょうか。では市原

委員お願いします。 

 

市原と申します。小学校の方で PTAもやらせていただいているんですが、道

路の件で歩道に関しての記載がないのかなと思うんですが、小学校でも通学路

に危ないところがあったりという話があるんですけれども、そういうところで

何か対策を取っていたりはするのでしょうか。 

 

建設環境部長お願いします。 

 

ご質問ありがとうございます。歩道の設置というのはなかなか難しいところ

ですけれども、山武市の市道としては 1282キロ全体であり、路線としては

3350路線ほどありまして、これの中で特に幹線道路と通学路については注意

を持って、毎年教育委員会の方と通学路点検をして、その中で上がった修繕箇

所、危険箇所については対応するように努力しております。 

交差点の視野があまり良くないですとか、道路に穴が空いているとかという

のは比較的対応がしやすいところではありますけれども、歩道の拡幅などは用

地の問題であったり、なかなか難しいところがございます。そういう状況でご

ざいます。 

通学路についてなかなか歩道の設置が難しいところについては、グリーンベ

ルト、緑色のラインを路肩に敷いて車道とは違い、歩行者が優先されるとき、

児童なり、高齢者なりの注意をするような対応も図っております。以上でござ

います。 

 

ありがとうございます。 
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金子会長 

 

竹宮保健福祉部

長 

 

 

 

 

 

 

布留川委員 

 

 

金子会長 

 

並木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

では、布留川委員お願いします。 

 

布留川です。私は民生委員・児童委員を代表して参加しておりますので、ち

ょっと聞きたいんですけれども、資料の１-２の 94ページなんですけれども、

ここに民生委員・児童委員の 1人当たりの年間活動日数という数字があるんで

すけれども、令和３年度が 65日、令和４年度が 75日で出てますけれどもこの

数字というのはどこから出た数字でしょうか。 

この数字だと、いくらコロナ禍にあっても、大体２ヶ月３ヶ月ぐらいでこな

す日数だと思うんですけれども、ちょっと年間この数字になるというのが納得

できないんです。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

民生委員の活動でございますけれども、民生委員の活動記録、こちらを出し

ていただいております。 

そちらを集計をしたという状況でございますけれども、具体的には、毎月民

生委員、児童委員の活動状況ということで、具体的にどのような内容の相談を

受けたか、あるいは何件くらい行ったかというのを個別具体的に出していただ

き、そちらを個別で集計いたしまして、それで積み上げて出した数字でござい

ます。以上です。 

 

ありがとうございました。あまり活動してない人も多いのかなと思いますの

で、各地域の定例会の時に今度また話してみたいと思います。以上です。 

 

並木委員お願いします。 

 

民生委員さんの名誉のためにちょっと申し上げますけれども、私も去年まで

12年間民生委員をやっておりました。 

コロナ禍でも、いわゆる活動日数となると、月に 20日ぐらい日報を出しま

すから、それだけでもって年間 240日。 

ただ、部長のお話だと、その中でも相談件数という形になりますと、これち

ょっとまた数字が変わるんですよね。 

いわゆる動いた中のただ普通の活動、見守り活動、友愛活動だけじゃなく

て、その中でいろんなことの相談を受けたという日数を集計している。ともし

かすると、このぐらいの数字になります。 

だから活動日数というと、ちょっとこれ一度確認いただいた方がよろしいか

な、というふうに、民生委員さんの名誉のために申し上げます。以上です。 
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布留川委員 

 

金子会長 

 

相葉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

すみません。補足させていただきますと、75日という数字が出ております

が、活動日数が 9178日累積で活動していただいておりまして、民生委員さん

自体が 122人いらっしゃいますので、そちらを割り返したという単純なもので

ございます。 

そうしますと、75日という一人頭の日で出したという状況でございまし

て、多い方もいらっしゃれば少ない方もいらっしゃるかもしれません。 

ただ、これはどうしてもコロナの状況であるとか、あるいはお一人に対して

時間がかかってどうしても活動ができなかったとかいろんな様々な事情がござ

いますので、この数が多い数が少ないで活動していなかった、あるいは力を入

れていなかったということではないのかな、と私どもは考えております。以上

です。 

 

ありがとうございます。 

 

他にございますでしょうか。では、相葉委員お願いします。 

 

相葉と申します。人口の推移を見ていますと年間 400人から 600人減ってい

て、流入人口よりも流出人口の方が多いという中で、将来、生産年齢といいま

すか、地域を担う人たちがどんどん減っていってしまう中で、どう若い世代の

人たちを山武市に残ってもらうなり、来ていただくかというところが、やはり

この街の命題といいますか、どう活動していくかというところになるのかなと

思うのですけれども、一方でここ数年見受けられるように、外国の国籍の方が

非常に多くなってきているように感じられます。 

そういった中でこの総合計画の中には以前オリンピックの時とかですとやは

りスリランカを市をあげて応援しようとか、そういったスローガンもありまし

たけれども、今そういった中で産業によっては技能実習生で外国の方に産業を

担っていただいているという形態もあったりとか、やはりそういう山武市に魅

力があるから外国の方が増えているというのもあるのかな、というふうに思う

のですけれども、そういった中で山武市の中でどう、外国籍の方々が、地域と

のコミュニケーションも取れてその地域に貢献できる形としてやっていける

か、というところも一つ取り上げていただくことによって、もちろん地域の活

性化なり、そういうものの、逆に私は田舎育ちなものですから、そういったと

ころに対しての偏見というものがどうしても出てしまう中で、こちら側からも

理解度をどんどん進めていかなければいけないというところもあると思うので

す。 

行政を挙げて、そういうコミュニケーションの理解が進むような取り組みと

かもやっていただければいいのかなとは思うのですけれども、子どもたちも、
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金子会長 

 

竹宮保健福祉部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生子ども園内の生徒が増えてきている中で、順応性が高くて、一緒に楽し

く学習したいという話は聞いているのですけれども、そういう取り組みも今後

行っていただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

総務部長お願いします。 

 

相葉委員から外国籍の方の居住が増えている中で、山武市としての取り組み

についてお答えさせていただきます。 

市民自治支援課という部署があるのですけれども、市民自治支援課でそうい

う地域のコミュニティについての事務を所掌しています。 

外国人の方が増えている中で、どうしても地域の方との関係性がなかなかう

まく構築できない、言葉がわからなかったり、生活慣習が違うのでどうしても

理解し合えない、というところが多くなっています。 

そこをどうにかしなきゃいけないという中で、わかりやすい日本語という、

簡単な言葉で理解してもらえるような冊子を作ってみたり、今、取り組んでい

るのは外国人のスリランカコミュニティの中で、ある程度相談ごとを長く住ん

でいるスリランカの方で、リーダー核になるような方を探して自分たちで解決

していくような道筋が取れないかというところで相談をかけて、NPO法人みた

いなものを立ち上げてくれないかなというお願いをしているところです。 

スリランカの人にもこちらのルールを守ってもらう働きかけもしています。

山武市の日本国籍の人とも、住んでいる方にも理解してもらえるような、両方

で共存できる多様性について、多文化共生できるような取り組みを今進めてい

るところです。 

うまく進まないんですけども、そういう取り組みはしているというところで

ご理解いただければ、と思います。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

保健福祉部では子ども園、幼稚園を担当しておりますので、外国人のお子さ

んの状況をちょっとご説明させていただきます。 

山武市内で子ども園幼稚園に通っていらっしゃる外国人のお子さんが 31名

いらっしゃいます。31名のうち 21名が日向幼稚園におります。 

日向幼稚園は、長児部、短児部で、３歳４歳５歳のお子さんが中心でござい

まして、全体で 81名所属しております。 

そのうちの約 21名、スリランカの方で 26%くらいになります。 

そういう状況で市としましては、そういうお子さんに対しまして英語ができ

る保育士を配置いたしまして対応するとともに、親御さんに対してのコミュニ

ケーションが一番課題でございますので、スリランカの言葉が話せる会計年度

職員が職員におりますので、そういう方を通してコミュニケーションをとった
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金子会長 

 

大国委員 

 

 

 

 

り、あるいは外国語を翻訳できるようなアプリを入れていただいてコミュニケ

ーションを図ったりしまして、外国人の親御さんと子育てに関して支障がでな

いような形で取り組みを現在しているような状況でございます。 

参考までにご説明をさせていただきました。 

 

ありがとうございました。日本も、もっと多様化の時代になってきて、多分

欧米諸国のようにいろんな国籍の方がいる中でどう日本をやっていくかという

時代になってきているかもしれないので、そこをどうコミュニティを作ってい

くか大事なので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

では総合政策部長お願いします。 

 

人口減というようなお話がありましたので、今取り組んでいる人口減対策に

ついて何点かお答えさせていただきたいと思います。 

まず１点目は三世代同居・近居支援事業ということで、三世代おじいちゃ

ん、おばあちゃん、ご夫婦、お子さん、この三世代が、同居または近居した場

合に住宅に関わる支援策ということで三世代同居等支援事業というものを行っ

ております。 

こちらの方は非常に好評で、かなり活用されている方もいらっしゃるという

ような状況でございます。 

２番目として結婚応援事業ということで、これは昨年度から始めたんですけ

れども、恋活イベントというもので、男女の方に集まっていただいて知り合う

きっかけづくり、を昨年度から始めました。 

今年度は 2回実施する予定です。 

３番目ですけれども、UIJターン事業ということで、こちらは松尾地域が過

疎地域になったことで山武市全体が対象になったんですが、東京 23区等から

登録してある事業所に勤めるということで、山武市に越してきていただいた方

に移住支援金を交付する制度でございます。 

今、UIJターンについてはまだ実績はございません。こういった主に３つの

ものが今現在行っている人口減対策として、総合政策部で行っています。 

 

ありがとうございます。 

 

他にございますでしょうか。では、大国委員お願いします。 

 

はい大国です。資料１-２の 68ページ、介護認定を受けずに生活している人

の割合が令和３年で 96.1%、令和４年の実績で 95.9%と介護認定を受けている

人が増えているという実態であるにもかかわらず、こちらの第３次総合計画の

68ページを見ると、めざそう値が 97%になっていて、現状値は令和３年の実績
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値が入っているのですけれども、令和 4年はどうするのか、というのが１つご

質問したいのと、私も対象者なんですけれども、介護認定を一度受けた人が認

定がなくなるというケースがあるのか、お年寄りはどんどん増える一方のはず

ですけれども、どうやってこの 97%を達成されようとしているのか、その辺を

お聞かせいただければと思います。 

 

保健福祉部長お願いします。 

 

ありがとうございます。確かに高齢者はこれから 2040年まで全体的には増

えていくという状況でございます。その中で、介護認定を受ける方も増えてい

くのだろうと思います。 

ただ、こちらに書いてありますのは、介護認定を受けずに生活しているとい

うことの割合を増やそうという状況でございます。 

実は私どもの方では、介護予防事業というのをずっとやっておりますが、筑

波大学と連携いたしまして、転倒骨折予防プロジェクトということで、フレイ

ル予防を中心にやっています。 

フレイルご存知の方いらっしゃるかと思いますけれども、介護認定を受ける

前の状況で一歩手前みたいな状況でございますけれども、そちらになる前の健

康なお体を保っていただこうという予防対策でございます。 

すでに測定会等を通して骨の骨粒密度の状況であるとか運動状況の把握とか

を中心に、測定会も昨年度もやりまして、特にシルバー人材センターの方に

100名程度来ていただいて大体的にそういう取り組んでいるという状況です。 

介護認定を受けずに生活をしている割合を何とか増やしていきたいな、とい

う思いがございまして、この割合を目標としましては今の全体の高齢者の現在

の状況、介護認定を受ける、これからの数の状況と相反するかもしれません

が、こういう目標にしていこうというふうに思いまして、めざそう値を高めに

設定したわけでございます。 

先ほどお話がありましたように、介護認定を受けても介護度が高い方も再度

介護認定の調査をいたしまして、場合によっては介護度が戻るというか、介護

3だった方が介護 1になるとかいうことは、たまにあります。 

ただ、ここに書いておりますのは、私どもの方から、たまたまそういうふう

になったわけじゃなくて、積極的にそういうところを推進していこうと思って

おりまして、こういうふうにさせていただきました。以上でございます。 

 

はい。ありがとうございました。 

 

それでは山武市総合計画の進行管理についての質疑応答はここまでにさせて

いただきます。 

では、続きまして「（２）その他」に移らせていただきたいと思います。 
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それでは事務局から、説明をお願いします。 

 

【６．議事（２）その他について】 

 はい。企画政策課の内山でございます。よろしくお願いいたします。 

着座にて失礼いたします。 

今回、８名の方に新しく委員になっていただきました。約半分の方が総合計

画を初めてご覧になると思いますので、お時間をいただきまして、第３次総合

計画の概要を説明させていただきたいと思います。 

 先ほど、事務局の伊藤よりご説明させていただいた内容と重複する点もご

ざいますが、ご容赦いただければと存じます。 

 

それでは、お手元の「第３次山武市総合計画」冊子の６ページ「第１章総合

計画策定の概要」をご覧ください。 

「１．計画の趣旨」でございますが、総合計画とは、地域づくりのためのさ

まざまな施策を、バランスよく効率的に進めていくための、基本的な指針であ

りまして、政策及び施策を体系化した、“最上位計画である”ということでご

ざいます。 

その後、平成 23年５月に「地方自治法の一部を改正する法律」が公布され

たことで、基本構想の策定義務はなくなりましたが、 

本市では、総合計画は従来から、総合的かつ計画的な行政の運営を図るため

の指針であるとともに、市民にまちづくりの長期的な展望を示すものでありま

すので、平成 29年６月に「山武市総合計画条例」を定めまして、これに基づ

き策定をしてまいりました。 

加えまして、市全体の総意が反映されたものとするため、まちづくりのビジ

ョンを示す基本構想については、市議会の議決を経ることとしております。 

また、策定の基本的な姿勢といたしまして、一つ目に、社会情勢の急激な変

化に対応するため、計画期間を短縮し、定期的な見直しを行うことで、柔軟で

実効性の高い計画であること。 

二つ目に、施策や基本事業の目的、目標を具体的に定めて、行政評価を活用

し、わかりやすい計画とすること。 

三つ目に、限られた財源を効果的に配分する選択と集中を図りながら、重点

的に取り組むべき分野とその目標を定める計画にすることとしております。 

 

次ページの 「２．計画の構成と期間」をご覧ください。 

総合計画は、市の最上位計画として「基本構想」、「基本計画」、そして「実

施計画」から構成されております。 

基本構想は、地域的特性、市勢を表す指標を用いながら、まちづくりの普遍

的な方向性を示します。期間は４年間でございます。 

また、基本計画は、基本構想を踏まえて、中期的なまちづくりの方針に基づ
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く政策の方向性、その政策を実現するために成果指標を用いながら、重点的に

取り組むべき分野を示しています。計画期間は、市長任期と連動させるため、

４年間としております。 

実施計画は、基本計画で定める重点的に取り組むべき分野の推進を中心に、

年度別・事業別に分類された事業計画と財政計画とで構成されています。計画

期間は、３年間とし、１年ごとに見直しを行っております。 

 

次に、基本構想につきまして、説明させていただきたいと思います。 

ページは、30ページから 35ページになります。 

まずは 30ページをお開きいただきたいと思います。 

基本構想の「１．基本構想の考え方」をご覧ください。 

基本構想は、山武市のまちづくりの普遍的な方向性を示すものでございまし

て、「まちづくりの将来展望」を示し、これに基づきまして基本計画や実施計

画を策定します。また、市勢を示す「まちづくり指標」を設定しまして、まち

づくりの状況を把握できるようにします。 

続きまして、「２．基本構想」です。 

基本構想は、期間を 4年間としますが、一定の普遍性を持たせるものとし、

長期的な視野に立った、まちづくりの将来展望を３つ掲げてございます。 

１つ目は「海岸、田園、丘陵という豊かな自然環境を活かしたまちづく

り」、２つ目は「成田国際空港と圏央道ネットワークを意識したまちづくり」、

３つ目は「将来に渡って持続可能で魅力あるまちづくり」でございます。 

 

次ページをご覧ください。 

「３．基本構想の状況を示すまちづくり指標」では、まち全体の市勢を示す

指標を８つ設定してございます。 

①から③は人口に関わるものを、④、⑤は経済に関わるものを掲げておりま

す。⑥は定住促進を、⑦はシティプロモーションの状況を測る指標としており

ます。最後の⑧は市の施策全体の満足度を測る指標として、位置付けてござい

ます。 

 

ページをめくっていただきまして 32ページをご覧ください。 

こちらには、「４．想定人口」として、令和２年の国勢調査人口を基準と

し、市独自の人口推計を行いまして、2070年までの将来の人口推計を掲載し

てございます。 

 

33ページからは「５．土地利用構想」です。 

本市の持つ歴史的、自然的、社会的特性を踏まえ、市を大きく「丘陵価値創

造ゾーン」「市街地ゾーン」「田園価値創造ゾーン」「海浜レクリエーションゾ

ーン」の、４つのゾーンに区分し、恵まれた自然環境と調和のとれた秩序ある
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まちづくりに向けて、効率的な土地利用の促進に努めます。 

34ページには土地利用構想図を入れてございます。35ページには、土地利

用構想図に主要施設を配置したものを掲載しております。37ページからが基

本計画となります。 

 

ページをおめくりいただきまして、38ページ、「第 1章 基本計画の考え

方」をご覧ください。 

 

「１．基本計画の考え方」では、計画期間を、市長の施政方針との一体性を

踏まえ、市長任期と連動した４年間の計画期間とすることとし、本基本計画の

期間を、令和５年度から令和８年度としております。 

「２．政策体系と注力分野の設定」では、重点分野について説明をしており

ます。 

まず、⑴政策・施策体系の考え方では、基本計画の体系は、６政策、23施

策、104基本事業となっております。 

⑵重点分野の考え方については、各政策の推進にあたり、限られた経営資源

の中で、まちづくりの方針に基づいた計画を実現するため、今回、104の基本

事業から 20の基本事業を重点分野として設定し、メリハリのある経営資源の

配分により、成果向上をめざすこととしております。 

また、重点分野の設定にあたっては、統計資料などから山武市の現状や時代

潮流、まちづくりアンケートによる市民意識や市民ニーズ、また、今後の人口

減少社会に向けた地方創生戦略「山武市＜育てる力＞集中創生戦略」などを踏

まえながら、全庁的に決定しております。 

 

ページをおめくりいただきまして 40ページ、41ページをご覧ください。 

一覧により、政策体系と重力分野を記載しております。重点分野について

は、それぞれ該当する基本事業に黒丸をつけてございます。 

 

また、ページをおめくりいただきまして 42ページをご覧ください。 

「４．重点分野の概要」として、20基本事業について、「選定の視点」と

「取組内容」を記載してございます。 

なお、選定の視点については 45ページ下段に考え方の説明を載せてござい

ます。ページをめくっていただきまして、45ページ下段をご覧ください。 

「成長戦略（短期）」は、基本計画期間において、何らかの成果創出や先進

的な取組を推進するもの、「成長戦略（長期）」は、中長期での成果創出をめざ

して、基本計画期間中に着手するもの、「人口減少対策」は、高齢化や人口減

少に対応した持続的なまちづくりのために、課題解決に向けて集中的な取組を

行うもの、としております。 
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ページをめくっていただきまして、46ページをご覧ください。 

46ページからは、「第２章 施策別計画」となります。 

46ページ、47ページには、施策別計画の見方のページとなっておりまし

て、各項目の説明をしております。 

簡単に説明させていただきますと、まず、左側の一番上に、「基本構想を実

現していくための政策の名称」として、「政策１：暮らしを支える快適なまち

づくり（都市基盤の整備）」とし、「政策を実現するための手段となる施策の名

称」として、「1-1：地域核をネットワークする都市整備の推進」に取り組んで

まいります。 

「施策を実施することでめざす将来の姿」は、地域核の拠点機能及びネット

ワークが形成され、利便性が向上します。としています。 

「施策のめざす姿の達成度を示す指標名」は、都市施設（道路、公園、排水

路、駅周辺）の満足度と設定しました。 

計画策定時の令和３年度における現状値は 56.7%で、計画終了年度の令和 8

年度の目指す値は 56.7%でございます。 

「成果指標の方向性、めざそう値設定の考え方」は、都市・施設の整備や修

繕を実施し満足度の向上を目指しますとしております。 

施策の基本方針（環境変化と課題）には、施策のめざす姿を実現するにあた

っての課題や方向性を示しています。また、施策のめざす姿に関連したデータ

をグラフを用いて示しています。 

 

47ページは、基本事業についての記載になります。 

ページの上部に各施策が SDGsのどの分野に貢献しているかを示しておりま

す。 

少し下をご覧いただきますと、左から「施策を実現するための手段となる基

本事業の名称」、「基本事業を実施することでめざす将来の姿」、「基本事業のめ

ざす姿の実現具合を測る指標の名称、現状値、終了年度の目標値、設定の考え

方」を示しています。 

また、基本事業名に重点と書かれているものは、重点分野を示しておりま

す。 

ページの下部に、めざそう値設定の考え方について記載してございます。 

重点分野については、政策的に成果を向上させることをめざし、重点的な予

算確保や既存事業の見直しによる改善、新たな事業展開を図るため、高い水準

で目標値を設定します。 

一方で、通常事業については、選択と集中の観点から、法令及び安全面から

の対応等を除き、現在の事業内容により、維持向上を図る水準で目標値を設定

しています。 

 

続く 48ページ以降が、各施策別のページとなります。 
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小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子会長 

 

説明は、割愛させていただきますが、第３次総合計画の進行管理をしていた

だく部分となります。 

ぜひ、ご一読いただきますようお願い申し上げます。 

また、ご不明な点がございましたら、後日事務局まで、ご連絡くださるよう

併せてお願い申し上げます。 

私からの第３次山武市総合計画の概要は、以上でございます。 

 

事務局から資料に基づき、その他について説明がありました。 

今年度からの第３次総合計画の概要についてご説明いただきました。 

こちらは昨年度までの審議会で議論を重ねて作成した計画となります。 

行政評価の考え方を引き続き取り入れた計画ですので、全ての施策基本事業

に指標を設定しております。 

今後はこの計画の目標を達成できるように事業を進めていただきたいと思い

ます。 

委員の皆様、第３次総合計画についてご理解いただけましたでしょうか。 

何か確認されたいことがある方はお願いします。 

では小川委員お願いします。 

 

長らく山武市総合計画審議会に参加させていただいているのですが、一つ提

案があるのですが、具体的に言うと、基本計画の考え方についてですが、39

ページから 41ページのところをご覧いただいてほしいのですが、6政策 23施

策、104の基本事業を毎年これだけの資料を用意していただいて我々委員は議

論させていただいているのですが、せっかく重点分野が 20ほどの基本事業を

挙げていらっしゃるのですから、そこについて毎年毎年項目を絞って重点的に

審議するというやり方にしてはどうかと思うのです。 

やはり全部について議論してしまうと、薄まってしまうような気がするので

す。 

今回参加されている新任の委員の方の発言を聞かせていただいていたのです

が、しっかり議論ができる方々が揃っていらっしゃるので、重点分野について

お話ししていった方が行政としてもやりがいがあるのではないかと思う次第で

す。 

私は今日の会議は２時にスタートして３時くらいに終わるのではないかと思

っていたのですが、４時までしっかり会議ができているので、これをもうちょ

っと工夫すれば重点分野を中心に６つあるのですが、４つに絞って議論してい

ったら、もうちょっと密度の濃い議論ができるのではないかと思うのです。 

毎年作っていただく資料に変更はないのですが、議論の進め方として重点分

野について焦点を合わせたらどうかという趣旨です。ちょっとご検討してみて

ください。 
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荒木総合政策部

長 

 

 

金子会長 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒木総合政策部

長 

 

総合政策部長お願いします。 

 

ご意見ありがとうございました。 

今後、事務局の中でまた効果的な議論ができるように検討させていただきま

す。どうもありがとうございます。 

 

皆様のご協力によりました。議事を進めることができましたので、ここで議

長の任を解かせていただきます。 

長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

【７．そ の 他】 

長時間にわたるご審議、ありがとうございました。 

最後に、次第の７．その他になります。事務局から今後の会議予定等につい

て、ご連絡させていただきます。 

 

では、今後の会議についてご説明させていただきます。 

今年度の会議に関しましては、今回の 1回で終了とさせていただきます。 

次回につきましては来年度の開催を予定しております。 

開催の時期に関しましては今後調整させていただきますけれども、今回と同

時期、８月の下旬ごろの開催を想定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

内容につきましては、第３次総合計画の初年度、第 1期目の評価結果をご報

告させていただきますけれども、先ほど小川委員の方からご指摘のあった事項

等も踏まえながら、報告の形について検討させていただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

【８．閉会】 

その他に皆様から何かございますか。 

ないようなので、本日の議事はすべて終了いたします。 

それでは、以上をもちまして、令和５年度第１回山武市総合計画審議会を閉

会いたします。 

長時間にわたりましてありがとうございました。 
                               【午後４時 05分】 

 


